
別 添 ２  

○ 環 境 省 令 第 十 五 号  
南 極 地 域 の 環 境 の 保 護 に 関 す る 法 律 （ 平 成 九 年 法 律 第 六 十 一 号 ） 第 三 条 第 五 号 及 び 第 七 条 第 一 項 第

三 号 の 規 定 に 基 づ き 、 南 極 地 域 の 環 境 の 保 護 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 省 令 を 次 の よ う

に 定 め る 。  

平 成 三 十 年 八 月 九 日  

環 境 大 臣  中 川  雅 治  

南 極 地 域 の 環 境 の 保 護 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 省 令  

南 極 地 域 の 環 境 の 保 護 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 （ 平 成 九 年 総 理 府 令 第 五 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る 。  

次 の 表 に よ り 、 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し た 部 分 を こ れ に 順 次 対 応 す る 改 正 後 欄 に 掲 げ る

規 定 の 傍 線 を 付 し た 部 分 の よ う に 改 め 、 改 正 前 欄 及 び 改 正 後 欄 に 対 応 し て 掲 げ る そ の 標 記 部 分 に 二 重

傍 線 を 付 し た 規 定 （ 以 下 「 対 象 規 定 」 と い う 。 ） は 、 当 該 対 象 規 定 全 体 を 改 正 後 欄 に 掲 げ る も の の よ

う に 改 め 、 改 正 前 欄 に 掲 げ る 対 象 規 定 で 改 正 後 欄 に こ れ に 対 応 す る も の を 掲 げ て い な い も の は 、 こ れ
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を 削 り 、 改 正 後 欄 に 掲 げ る 対 象 規 定 で 改 正 前 欄 に こ れ に 対 応 す る も の を 掲 げ て い な い も の は 、 こ れ を

新 た に 追 加 す る 。  
改        正        後  改        正        前  

（ 南 極 哺 乳 類 ）  

第 六 条  法 第 三 条 第 十 号 の 環 境 省 令 で 定 め る 哺 乳 綱 に 属 す る 種 は 、 別

表 第 二 に 掲 げ る 種 と す る 。  

（ 南 極 哺
ほ

乳 類 ）  

第 六 条  法 第 三 条 第 十 号 の 環 境 省 令 で 定 め る 哺
ほ

乳 綱 に 属 す る 種 は 、 別

表 第 二 に 掲 げ る 種 と す る 。  

（ 南 極 哺 乳 類 の 捕 獲 等 の 区 分 、 目 的 及 び 条 件 ）  

第 十 一 条  （ 略 ）  

（ 南 極 哺
ほ

乳 類 の 捕 獲 等 の 区 分 、 目 的 及 び 条 件 ）  

第 十 一 条  （ 略 ）  

別 記 （ 第 一 条 関 係 ）  別 記 （ 第 一 条 関 係 ）  

第七十二南極特別保護地区 第七十二南極特別保護地区 
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別 表 第 五  南 極 哺 乳 類 等 の 捕 獲 等 の 区 分 、 目 的 及 び 条 件 （ 第 十 一 条 関

係 ）  

区 分  目 的  条 件  

一  次 の 各 号 に

掲 げ る 行 為  

イ  南 極 哺 乳

類 若 し く は

一 ・ 二  （ 略 ）  

三  南 極 哺 乳 類

若 し く は 南 極

鳥 類 の 捕 獲 若

一  （ 略 ）  

二  南 極 哺 乳 類 若 し く は 南 極

鳥 類 の 殺 傷 又 は 南 極 鳥 類 の

卵 の 損 傷 を す る 場 合 に あ っ

別 表 第 五  南 極 哺 乳 類 等 の 捕 獲 等 の 区 分 、 目 的 及 び 条 件 （ 第 十 一 条 関

係 ）  

区 分  目 的  条 件  

一  次 の 各 号 に

掲 げ る 行 為  
イ  南 極 哺

ほ

乳

類 若 し く は

一 ・ 二  （ 略 ）  

三  南 極 哺
ほ

乳 類

若 し く は 南 極

鳥 類 の 捕 獲 若

一  （ 略 ）  

二  南 極 哺
ほ

乳 類 若 し く は 南 極

鳥 類 の 殺 傷 又 は 南 極 鳥 類 の

卵 の 損 傷 を す る 場 合 に あ っ
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南 極 鳥 類 の

捕 獲 若 し く

は 殺 傷 又 は

南 極 鳥 類 の

卵 の 採 取 若

し く は 損 傷  

ロ  （ 略 ）  

し く は 南 極 鳥

類 の 卵 の 採 取

以 外 を 目 的 と

す る 科 学 的 調

査 若 し く は 教

育 資 料 の 収 集

又 は 科 学 的 調

査 若 し く は 教

育 資 料 の 収 集

の 支 援 の 用 に

供 す る 常 設 の

建 築 物 の 建 築

に 伴 い す る 南

極 哺 乳 類 若 し

く は 南 極 鳥 類

（ そ の 卵 を 含

む 。 ） の 保 護  

て は 、 殺 傷 若 し く は 損 傷 す

る 個 体 （ 卵 を 含 む 。 こ の 号

に お い て 同 じ 。 ） の 数 が 少

数 で あ り 、 か つ 、 他 に 確 認

を 受 け た 採 捕 、 殺 傷 若 し く

は 損 傷 （ 議 定 書 の 締 約 国 た

る 外 国 の 法 令 で あ っ て こ の

法 律 に 相 当 す る も の の 規 定

に よ り 当 該 締 約 国 に お い て

許 可 そ の 他 の 行 政 処 分 を 受

け て す る も の 及 び 当 該 処 分

を 受 け る こ と を 要 し な い と

さ れ て い る も の を 含 む 。 ）

と の 累 積 に よ り 当 該 殺 傷 若

し く は 損 傷 す る 個 体 の 生 息

地 に お け る 当 該 個 体 の 数 が

次 の 繁 殖 期 を 経 た 後 に お い

て 著 し く 減 少 す る こ と の な

い こ と 。  

三  （ 略 ）  

二  （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）  
 

南 極 鳥 類 の

捕 獲 若 し く

は 殺 傷 又 は

南 極 鳥 類 の

卵 の 採 取 若

し く は 損 傷  

ロ  （ 略 ）  

し く は 南 極 鳥

類 の 卵 の 採 取

以 外 を 目 的 と

す る 科 学 的 調

査 若 し く は 教

育 資 料 の 収 集

又 は 科 学 的 調

査 若 し く は 教

育 資 料 の 収 集

の 支 援 の 用 に

供 す る 常 設 の

建 築 物 の 建 築

に 伴 い す る 南

極 哺
ほ

乳 類 若 し

く は 南 極 鳥 類

（ そ の 卵 を 含

む 。 ） の 保 護  

て は 、 殺 傷 若 し く は 損 傷 す

る 個 体 （ 卵 を 含 む 。 こ の 号

に お い て 同 じ 。 ） の 数 が 少

数 で あ り 、 か つ 、 他 に 確 認

を 受 け た 採 捕 、 殺 傷 若 し く

は 損 傷 （ 議 定 書 の 締 約 国 た

る 外 国 の 法 令 で あ っ て こ の

法 律 に 相 当 す る も の の 規 定

に よ り 当 該 締 約 国 に お い て

許 可 そ の 他 の 行 政 処 分 を 受

け て す る も の 及 び 当 該 処 分

を 受 け る こ と を 要 し な い と

さ れ て い る も の を 含 む 。 ）

と の 累 積 に よ り 当 該 殺 傷 若

し く は 損 傷 す る 個 体 の 生 息

地 に お け る 当 該 個 体 の 数 が

次 の 繁 殖 期 を 経 た 後 に お い

て 著 し く 減 少 す る こ と の な

い こ と 。  

三  （ 略 ）  

二  （ 略 ）  （ 略 ）  （ 略 ）  
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別 表 第 六  南 極 特 別 保 護 地 区 ご と の 要 件 （ 第 十 二 条 関 係 ）  別 表 第 六  南 極 特 別 保 護 地 区 ご と の 要 件 （ 第 十 二 条 関 係 ）  

 南 極 特 別 保 護 地 区  要 件    南 極 特 別 保 護 地 区  要 件   

 

第 一 ～ 七 十 一 南 極

特 別 保 護 地 区  

（ 略 ）  
  

第 一 ～ 七 十 一 南 極

特 別 保 護 地 区  

（ 略 ）  
 

 

第 七 十 二 南 極 特 別

保 護 地 区  

一 ～ 三  （ 略 ）  

四  原 則 と し て 、 航 空 機 は 、 別 記 の 地 図 上 に

示 さ れ た 区 域 の 直 上 空 域 で あ っ て 、 地 表 か

ら 高 度 百 メ ー ト ル 以 下 の 空 域 を 飛 行 し な い

こ と 。  

五 ～ 十 二  （ 略 ）  

  

第 七 十 二 南 極 特 別

保 護 地 区  

一 ～ 三  （ 略 ）  

（ 新 設 ）  

 

 

 

四 ～ 十 一  （ 略 ）  

 

 

第 七 十 三 ～ 七 十 五

南 極 特 別 保 護 地 区  

（ 略 ）  
  

第 七 十 三 ～ 七 十 五

南 極 特 別 保 護 地 区  

（ 略 ）  
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様式第一の二（第十条関係） 

［別紙３］ 

南極地域活動における制限関連行為総括表 

 

②＜生きていない哺乳綱又は鳥綱に属する種の個体（個体の一部を

含み加工品を除く。）の南極地域への持込み＞   有・無 

（法第 14条第 1項） 

 有の場合 持込品目の種類  

生きていない家きんの持込みを行う場合の品目別の

持込み前の検査の内容等 

 持出し及び検

査を行う国 

 

検査の内容  

品目別の持込み後

の管理及び除去又

は処分の方法 

 

 行為者の氏名  

③＜南極哺乳類若しくは南極鳥類の捕獲若しくは殺傷又は南極鳥類

の卵の採取又は損傷＞   有・無  

（法第 14 条第 2 項第 1 号） 

 有の場合 別紙３－１により、行為の詳細を記載 

様式第一の二（第十条関係） 

［別紙３］ 

南極地域活動における制限関連行為総括表 

 

②＜生きていない哺
ほ

乳綱又は鳥綱に属する種の個体（個体の一部を

含み加工品を除く。）の南極地域への持込＞   有・無 

（法第 14条第 1項） 

 有の場合 持込品目の種類  

生きていない家きんの持込みを行う場合の品目別の

持ち込み前の検査の内容等 

 持ち出し及び

検査を行う国 

 

検査の内容  

品目別の持込み後

の管理及び除去又

は処分の方法 

 

 行為者の氏名  

③＜南極哺
ほ

乳類若しくは南極鳥類の捕獲若しくは殺傷又は南極鳥類

の卵の採取又は損傷＞   有・無  

（法第 14 条第 2 項第 1 号） 

 有の場合 別紙３－１により、行為の詳細を記載 
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［記載要領］ 

１．～４．（略） 

５．⑤の行為には③及び④の行為は含まないものとし、具体的には次

のとおりとする。 

 ⑤－１ 南極哺乳類又は南極鳥類に触れる行為 

 ⑤－２ 南極哺乳類又は南極鳥類を苦しめる行為 

 ⑤－３～⑤－７ （略） 

 ⑤－８ 南極哺乳類、南極鳥類、在来植物又は在来無脊椎動物（議

定書附属書Ⅱ第１条（d）の在来無脊椎動物をいう。以下同

じ。）の生育地又は生息地に有害な変化をもたらす行為（⑤

－７の行為を除く。） 

     ただし、⑤－１、⑤－２及び⑤－６の行為には③の行為に

伴って行われるものは含まないこと。 

 ６．・７． （略） 

 

［記載要領］ 

１．～４．（略） 

５．⑤の行為には③及び④の行為は含まないものとし、具体的には次

のとおりとする。 

 ⑤－１ 南極哺
ほ

乳類又は南極鳥類に触れる行為 

 ⑤－２ 南極哺
ほ

乳類又は南極鳥類を苦しめる行為 

 ⑤－３～⑤－７ （略） 

 ⑤－８ 南極哺
ほ

乳類、南極鳥類、在来植物又は在来無脊椎動物（議

定書附属書Ⅱ第１条（d）の在来無脊椎動物をいう。以下同

じ。）の生育地又は生息地に有害な変化をもたらす行為（⑤

－７の行為を除く。） 

     ただし、⑤－１、⑤－２及び⑤－６の行為には③の行為に

伴って行われるものは含まないこと。 

 ６．・７． （略） 
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［別紙３－１］ 

南極哺乳類若しくは南極鳥類の捕獲若しくは殺傷又は 

南極鳥類の卵の採取若しくは損傷の詳細 

［別紙３－１］ 

南極哺
ほ

乳類若しくは南極鳥類の捕獲若しくは殺傷又は 

南極鳥類の卵の採取若しくは損傷の詳細 

［別紙３－３］ 

南極地域に生息し、又は生息する動植物の生息状態又は生育状態及び

生息環境又は生育環境に影響を及ぼすおそれのある行為の詳細 

 

［３－３－１］南極哺乳類又は南極鳥類に触れる行為 

（略） 

［３－３－２］南極哺乳類又は南極鳥類を苦しめる行為 

（略） 

［３－３－３］～［３－３－７］（略） 

［３－３－８］南極哺乳類、南極鳥類、在来植物又は在来無脊椎動物

の生育地又は生息地に有害な変化をもたらす行為 

（略） 

［別紙３－３］ 

南極地域に生息し、又は生息する動植物の生息状態又は生育状態及び

生息環境又は生育環境に影響を及ぼすおそれのある行為の詳細 

 

［３－３－１］南極哺
ほ

乳類又は南極鳥類に触れる行為 

（略） 

［３－３－２］南極哺
ほ

乳類又は南極鳥類を苦しめる行為 

（略） 

［３－３－３］～［３－３－７］（略） 

［３－３－８］南極哺
ほ

乳類、南極鳥類、在来植物又は在来無脊椎動物

の生育地又は生息地に有害な変化をもたらす行為 

（略） 

［別紙３－４－３］ 

 

液状の廃棄物の環境

省令で定める地域に

おける埋立（法第 16

B－１ 場所  

方法  

行為者の氏名  

［別紙３－４－３］ 

 

液状の廃棄物の総理

府令で定める地域に

おける埋立（法第 16

B－１ 場所  

方法  

行為者の氏名  
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条第 2 号） 

B 

B－２ 場所  

方法  

行為者の氏名  
 

条第 2 号） 

B 

B－２ 場所  

方法  

行為者の氏名  
 

  

   附  則  

 （ 施 行 期 日 ）  

第 一 条  こ の 省 令 は 、 平 成 三 十 年 八 月 十 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

第 二 条  こ の 省 令 の 施 行 日 前 に さ れ た 南 極 地 域 の 環 境 の 保 護 に 関 す る 法 律 （ 次 条 に お い て 「 法 」 と い

う 。 ） 第 六 条 の 確 認 の 申 請 で あ っ て 、 こ の 省 令 の 施 行 の 際 、 環 境 大 臣 に よ る 確 認 を す る か ど う か の

処 分 が な さ れ て い な い も の に つ い て の 処 分 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  

第 三 条  こ の 省 令 の 施 行 前 に し た 法 第 七 条 の 規 定 に よ る 確 認 は 、 同 条 第 一 項 第 三 号 の 要 件 に つ い て は

、 改 正 後 の 南 極 地 域 の 環 境 の 保 護 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 の 規 定 に 基 づ い て し た も の と み な す 。  

第 四 条  こ の 省 令 の 施 行 前 に し た 行 為 に 対 す る 罰 則 の 適 用 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  


